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表　劇症型溶血性レンサ球菌感染症の発生状況

Ａ群 % Ｂ群 % C群 % Ｇ群 % 不明 %
2021年 11 37% 2 7% 0 0% 16 53% 1 3% 30
2022年 13 32% 8 20% 1 2% 17 41% 2 5% 41
2023年（12/3まで） 32 62% 7 13% 0 0% 11 21% 2 4% 52
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図 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 埼玉県 2023年
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埼玉県における劇症型溶血性レンサ球菌感染症の発生状況について 

 劇症型溶血性レンサ球菌感染症は感染症法の五類感染症になっており、その発生状況は

埼玉県感染症発生動向調査事業 週報（感染症情報センター - 埼玉県 (saitama.lg.jp)）でも

毎週、公表している状況です。 

 同事業における劇症型溶血性レンサ球菌感染症の報告数は 2021 年 30 人、2022 年 41 人、

2023 年（12 月 3 日まで）52 人と増加傾向にあります（表）。2023 年の 52 人のうち A 群溶

血性レンサ球菌が 32 人(62%)、G 群溶血性レンサ球菌が 11 人(21%)、B 群溶血性レンサ球

菌が 7 人(13％）から分離されました。また、10 月下旬の 43 週以降に診断された患者 17 人

のうち 15 人(88%)から A 群溶血性レンサ球菌が分離され、A 群溶血性レンサ球菌を起因と

する症例が増加しています（図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 レンサ球菌性毒素ショック症候群（STSS）はA群溶血性レンサ球菌によって起こります。 

A 群溶血性レンサ球菌の一種に発赤毒素の産生量が多く、咽頭炎を呈する頻度が高いとさ

れている M1UK 株があり、日本国内での M1UK 株の検出は 2019 年 23 株、2020 年 4 株、

2021 年 1 株、2022 年 1 株、2023 年 6 株（9 月末時点）です。埼玉県内では 2023 年 6 月以

降に診断された患者の検体から既に 7 株検出されており、注意が必要です。劇症型溶血性

レンサ球菌感染症と診断した場合には、速やかに発生届を提出していただくようご協力を

お願いします。 

                                                                         埼玉県衛生研究所 

                                                                         （埼玉県感染症情報センター） 

                                                                         TEL: 0493-59-9325 

                                                                         e-mail: p5349952@pref.saitama.lg.jp 

https://www.pref.saitama.lg.jp/b0714/surveillance/index.html
http://gw.inside.pref.saitama.lg.jp/cgi-bin/ma_address.cgi?id=1481697-6&charNum=1300&page=1:1&target=00&gid=1004906&sort=0:0&fld=to:13645&msid=1&proc=share&addr=email

